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桂離宮とその庭園 	
 

1930 年代における日本建築の近代性の発見 	
 

ブノワ・ジャケ

	
 

	
 現在、桂離宮に関する研究は数多くある。それ

だけでなく無数の桂論があり、さらには「桂論」

論さえ存在している。50年このかた、桂について

のテクストがひとつも出版されない年はなかった

ほどだ。桂への参観は宮内庁によって厳格に管理

されており、わずかな人しか参観できないにもか

かわらずである。とはいえ本論は、わたし自身の

桂参観に関わるものではない。わたしが桂離宮に

関心を抱いたのは、日本近代建築の形成を研究す

る過程でのことであった。現代日本の建築言説に

ついて、なかでも「伝統」という広い概念につい

て研究しようとするなら、桂離宮を避けて通るこ

とはできない。桂離宮は、ときとともに日本の古

典的な住居建築のシンボルとなり、日本建築が欧

米に普及する――つまり「輸出」される――にあ

たっての窓口の役割を果たしたのである。井上章

一『つくられた桂離宮神話』1で見事に明らかにさ

れたような、桂「神話」構築のメカニズムすべて

を取り上げる余裕は、残念ながら本論にはない。

けれども、ロラン・バルトが言ったような意味で

の「神話」の形成を把握すべく、本論ではいくぶ

ん時代をさかのぼり、神話化の理由の一端を示す

ことを試みたい。 

	
 周知のように、1950 年代から 1960 年代初頭に

かけて、「伝統論争」と呼ばれるものが日本で起こ

った。それにともなって桂離宮は、「日本伝統建築

の近代性」を示すものと見なされるにいたる。こ

の言説を主導したのは、建築家の丹下健三

（1913-2005）であった。1953 年、丹下は桂離宮

のプロポーションを近代的に解釈し、東京の成城

に自宅《住居》を建設する。つづいて 1960年には、

アメリカ人建築家のワルター・グロピウス

（1883-1969）と日系アメリカ人写真家の石元泰博

（1929- ）とともに、日本語・英語バイリンガル

の書物『桂――日本建築における伝統と創造』2を

出版している。日本建築における国際交流、すな

わち欧米の建築家と日本の建築家との交流を知る

のに最適なこの書物は、桂に関する海外との共同

出版物として、おそらく最初のものであった。 

	
 とはいえ、桂について、日本と西洋の双方の言

説が交差する場は、1930年代にもすでにあったと

思われる。実のところ、桂離宮とその庭園は、1930

年代以来、日本建築の「近代」にとっての理想形

として、日本と西洋の双方の建築家たちによって

記述されてきた。そうした近代主義的な桂離宮の

見方に大きな影響を与えたのが、1933年から 1936

年にかけて日本に滞在したドイツ人建築家のブル

ーノ・タウト（1880-1938）である。タウトの著作

の数々は、彼以後に桂を発見した世代の建築家た

ちにとって、必須の参照項となった。昭和初期以

降の近代建築家たちによる桂離宮の「発見」は、

日本人建築家たちと一人のドイツ人建築家との出

会いの結果としてもたらされたものなのである。

したがって以下では、おもにタウトと日本人建築

家たちとの出会いを検討することにしよう。 

 

	
 しかしながらすぐさま指摘しておくべきは、い

かにタウトの言説が重要であろうとも、桂離宮は

すでに 1920 年代末に日本の近代建築家たちに知

られており、評価されていたという事実である。

タウトは自分こそ桂離宮の「発見者」だとしてい

るが、実のところ、桂離宮に最初に言及した人物

でもなければ、その近代性を最初に指摘した人物

でもない。タウト来日以前からすでに、近代日本

の建築家たちは桂離宮に関心を寄せはじめていた。

それは、庭園の専門家たちが桂離宮に興味を持ち



はじめた明治時代末にまでさかのぼる。1920年代

末には、桂離宮の最初の修復が終わっている。つ

まりタウトは、桂離宮をまったく新たに発見した

というよりも、むしろ日本の建築家たちの言説に

確証を与え、国際的な反響をもたらすのに貢献し

たのである。 

	
 当時の日本人建築家たちに日本建築の同時代的

な価値を発見させたのは、岸田日出刀（1899-1966）

の写真集『過去の構成』3であった。出版から 40

年後に催された岸田をめぐる座談会では、参加し

た建築家たちはこぞって、日本建築の受容におけ

る『過去の構成』の影響を認めている。参加した

建築家たちには、堀口捨己（1895-1984）、佐藤武

夫（1905-1970）、吉武泰水（1916-2003）、市浦健

（1904-1991）、浜口隆一（1916-1995）らがいた。

このとき交わされた議論を見てみよう。 

 

堀口：「過去の構成」は非常にわれわれも感心

しましたね。岸田さんはあのレンズを通

して、面白いコンポジションを見る。こ

とに京都御所なんか、非常にうまく捉え

て、ぼくは驚きましたね。まあぼくはち

ょうどそのころ、似たような角度で茶室

なんかみる癖がついていましたが、寝殿

造りのああいうところの、あの目がある

んだとおもって、非常に啓発されました。 

丹下：わたしもまだ学生のころでしたが先生

の「過去の構成」には非常に感銘をうけ

ました。とくに大学の先生の室には先生

のライカで撮られた御所の一連の写真が

引伸されて、パネルに貼ってありました

が、わたしはその写真から強い影響をう

けたように思います。 

佐藤：「過去の構成」は岸田さんのヒットだっ

た。日本の古典を斗拱ばかりを云々する

のを解放して、われわれの眼を開いてく

れた。 

吉武：タウトが来たのは、昭和八年……。 

市浦：そんなころですね。 

浜口：タウトがそういうようなことをいう、

かなり前なのですね。 

市浦：あれは、堀口先生が一番われわれを啓

蒙して下さって、それが建築界全体の目

を開いたんじゃないかとわたしは思うの

ですけれども。岸田先生や堀口さんは同

じグループで、ずっと主張しておられた

のです。それでタウトが来た時、タウト

にそういうふうな見方を、ある程度指導

したのはやはり本当に日本人だと思うの

です。しかしタウトが来てから、彼の書

いたものを通じて伊勢神宮とか、桂の価

値が、一般の人に知られて、日光は駄目

だということなどもタウトがいったので、

他の人もそうかと思うようなになった。

あれは一寸憤慨したのです。4 

 

	
 ブルーノ・タウトが日本建築に関するその印象

を広めるにあたって、日本のマスコミを有効に活

用したとはいえ、「憤慨」という言葉は少々強すぎ

るように思われる。タウトの著作がすぐさま英訳

されたことは、国内的にも国際的にも多くの人々

に読まれるきっかけとなった。 1936 年には

『Fundamentals of Japanese Architecture』（日本建築

の基礎）5が日本文化振興会によって出版され、

1937年には『Houses and People of Japan』（日本の

家居と生活）6が三省堂から出版される。タウトは

序文で、「ドイツ語原稿を英語に翻訳する手配とい

う難しい問題を含め、出版社である東京の三省堂

が本書のために示してくれた理解ある配慮と忍耐

への感謝」を表明している。 

	
 英語版だけでなく日本語版も出版されている。

1934年に『ニッポン』7が、また 1942年から 1944

年にかけて日本語版『タウト全集』8が刊行されて

いる。この出版作業は、哲学者の篠田英雄

（1897-1989）によって 1938 年からはじめられ、

言語学者の新村出（1876-1967）、建築家の伊東忠



太（1867-1954）、歴史家の西田直二郎（1886-1964）

が監修を務めた。ついで 1949年、建築家の吉田鉄

郎（1894-1956）とともに、篠田は『Houses and People 

of Japan』を翻訳する。さらにそののち 10年近く

『タウトの日記』9の翻訳に取り組んでいる。タウ

ト研究にその活動の大部分を費やした篠田英雄が

けっして孤立していたわけではないことは、注目

に値する。いずれにせよ、日本でタウトの著作が

現実に成功をおさめ、日本文化についての言説の

展開に寄与したことは、確実である。 

 

	
 1929 年に構成社から出版された岸田日出刀の

『過去の構成』に話を戻そう。この本は A4 サイ

ズの 63頁分の図版からなり、それぞれの図版は短

いコメント付きの写真によって構成されている。

岸田日出刀は「自序」で、日本建築について『過

去の構成』と『現在の構成』の 2冊の本を出版す

るつもりであったことを述べている。 

 

本書は決して過去の日本の建築の歴史的研究

書では毛頭ない。正しい參考書ともなり得な

いであらう。近いうちに公にしたいと思つて

ゐる「現在の構成」の姉妹篇の意味のもので、

過去の日本建築、より適切には過去の日本造

形藝術の全般に渉り、現代人の構成意識とも

言ふべき觀點から眺めやうとしたものである。 

 

	
 岸田はこのテクストの最後に 1929年 8月 19日

「グラーフ・ツェッペリン號飛來の日」と書いて

いる（図 1）。欧米の列強諸国と同様に、日本が近

代的な暮らしへと移行しつつある時代にあって、

岸田は、彼の時代における「モダン」の観点から

過去の建築を紹介しようと意図していた。 

	
 『過去の構成』には、ル・コルビュジエが 1920

年代に出版した建築書からの影響、とりわけ『Vers 

une architecture』（建築藝術へ）からの影響がある。

このことは否定しようがない。ル・コルビュジエ

の書物は 1923年に出版され、1928年に再版、1929

年に日本語訳が構成社から刊行されている10。こ

の書物のなかでル・コルビュジエは、アテネやロ

ーマの古代建築の写真と、近代的な機械の写真（ス

ポーツカーや飛行機、客船、工場）を並べている。 

	
 同じく岸田もまた、シュルレアリスムのコラー

ジュほどではないにしても、革命的である。たと

えば岸田は、1929年当時もっとも近代的な機械で

あった「グラーフ・ツェッペリン號」を、古代建

築のかたわらに置く。そうして、グラーフ・ツェ

ッペリン号との差異によって、古代建築の古代性

が明らかにされている。けれども同時に、古代建

築の同時代性もまた明らかになっている。という

のも、近代機械と古代建築はいずれも、まさしく

現代に同時に存在しているからだ。 

	
 岸田が選んだ 75枚の過去の建築の写真のうち、

4 枚が桂離宮に関するものである（ほかには奈良

の仏教寺院に関するものがもっとも多く、なかで

も法隆寺が 17回、東大寺は 9回、薬師寺は 5回登

場する）。岸田は、桂離宮の書院の内側と外側の写

真 2枚ずつにコメントしている。 

	
 まず 52頁の図版では「桂離宮の玄關」が取り上

げられている。桂離宮の玄関が近年修復されたこ

とについて、岸田はこう語る。 

図 1	
 Graf Zeppelin LZ127	
 1929年 8月 19日「グラ

ーフ・ツェッペリン號飛來の日」 



 

図 2	
 岸田日出刀『過去の構成』の桂離宮図版 



このやうな名建築が離宮として完全に永久に

保存されるといふことはこの上ない喜びであ

る。 

 

	
 つづいて岸田は、彼の見るところ桂離宮の特徴

たるものを示していく。まず庭へとつながる書院。 

 

古書院、中書院、新書院一團となつて構成さ

れたこの建築は、見る度每に新たな感激と啓

示を與へてくれる。 

 

	
 岸田はこの空間感覚を、つづく図版でも取り上

げている。53頁の図版は「桂棚」と題されている。

そのすべてが記述されているわけではないものの、

はじめに次のように呈示される。 

 

この棚は、修學院離宮の雲棚、醍醐三寳院の

醍醐棚と共に、世に日本の三棚として喧傳さ

れ、俗に桂棚と呼ばれてゐることは人のよく

知るところである。 

 

	
 そして美学的な考察を加える。 

 

その秩序よく統一された變化は形の構成に於

いて果してこれ以上のものが他に期待できや

うかと思はれる程見事である。 

 

	
 ついで詩的な考察。 

 

木と紙と疊、みんな活きてゐる。死んでゐる

ところは一つもない。 

 

	
 最後に、ル・コルビュジエ風に、この建築空間

の美学的・技術的完全性を当時のもっともハイテ

クな機械の完全性と結びつける。 

 

自分はこの棚を見るとき、グラーフ・ツェッ

ペリン號に接した時と同じやうな潑溂とした

モダーニズムを經驗する。 

 

	
 54頁の図版は端的に「桂離宮」と題されている

が、書院を斜線上に並べた「雁行配置」という仕

掛けの写真が掲載されている。 

 

古書院月見臺、中書院、新書院と次々に小さ

く見える。 

 

	
 庭に面した部屋をこのように配置することは、

日本建築空間の近代性の主たるものとして、しだ

いに有名になっていく。この配置は、庭に対する

複数の視点、良い日当たり、書院の正面に沿った

流れ、といったものを作り出している。この岸田

の写真が近代建築家たちに取りいれられていった

ことは、のちほど確認しよう。 

 

	
 ブルーノ・タウトは、来日した折に、この岸田

日出刀に会っている11。タウトが東京駅に到着し

たのは 1933年 6月 18日。そのとき 10人の日本人

建築家が待っていたという。おもにドイツ近代建

築の影響を受けた表現派やバウハウス派の建築家

たちであり、石元喜久治（1894-1963）や山脇巌

（1898-1987）らである12。おそらくはさらに吉田

鉄郎（1894-1956）、山田守（1894-1966）、谷口吉

郎（1904-1979）、堀口捨己らもいたと思われる。

岸田もまた、当時の多くの建築家たち（なかでも

伊東忠太や吉田鉄郎）と同様に、ドイツの流れを

汲む建築家であり、博士論文ではオットー・ヴァ

ーグナー（1841-1918）を取り上げている。岸田は

ヨーロッパに行く機会も多く、たとえばベルリ

ン・オリンピック（1936年 8月 1日~16日）の際

に、1936 年 7 月から 10 月までの 3 ヶ月間をベル

リンで過ごし、建築とドイツ政府の都市計画を研

究している13。 

	
 実のところ、タウトの著作で使われている桂の

写真のほとんどは岸田が撮影したものだ。なかで

も『Houses and People of Japan』（日本の家居と生



活）の最終章「The Permanent」の写真がそうであ

る。篠田英雄によって「永遠なるもの」と訳され

ているこの章は、タウトが桂参観について書いた

ものだ。ことによると、タウトには桂離宮の写真

撮影が許可されていなかったのかもしれない。タ

ウト自身が撮った写真は唯一、桂離宮入口の竹垣

のみである（図 3）。 

	
 タウトが日本で最初に出版したのは『ニッポン』

だが、この書物は 1933年 6月 24日に書きはじめ

られ14、7 月 13 日に原稿が編集者――東京の明治

書房の高村氏――に送られている15。「桂」の章が

執筆されたのはその前日、7月 12日であった16。

この原稿はすぐさま日本語に訳され、1934年 5月

に出版された。 

	
 ここでタウトの桂参観の経緯をあとづけておこ

う。タウトが桂を訪問したのは、まさに日本到着

の翌日、1933年 5月 4日である。タウトが敦賀港

に到着したのは 5月 3日。このとき天草丸のデッ

キまでタウト夫妻を出迎えにいったのが、有名な

記念写真（図 4）に写っている建築家の上野伊三

郎（1892-1972）、中西六郎（1900-1964）、中尾保

（1894-1963）である。三人とも日本インターナシ

ョナル建築会のメンバーである。このうち上野伊

三郎は、日本インターナショナル建築会会長であ

り、タウト招聘の責任者であった。 

	
 ひとつエピソードを紹介しておけば、タウトは

日本での最初の夜を、京都の下村邸で過ごしたと

いう。京都でタウトの世話をした下村正太郎

（1883-1944）は、大丸百貨店の社長である。下村

は、アメリカのキリスト教宣教師ウィリアム・ヴ

ォーリズ（1880-1964）に、チューダー様式の邸宅

を設計させている。現在では「大丸ヴィラ」と呼

ばれているこの邸宅は、御所の西南方面、烏丸丸

太町に面した一角にある（タウトは京都に来たと

きはつねにこの邸宅に滞在したという）。この日タ

ウトは下村邸でヴォーリズにも会っている17。 

図 3	
 タウト『Houses and People of Japan』最終章

「The Permanent」に掲載のタウト自身による桂離宮入

口の竹垣の写真 図 4	
 タウト来日時の記念写真 



	
 翌日、タウト最初の桂参観の折には、この下村

と上野、そしてガルニエ夫人が同伴している。ガ

ルニエ夫人の夫は、現在の京都大学（旧制第三高

等学校）のフランス語講師であった18。この日の

参観の様子は、タウトの日記『日本旅行記』

（Reisenotizen Japan）に記されている。8巻からな

るこの日記（25×18 cm および 19×16 cmのノー

トで総計 858頁）は、篠田英雄の手によって 3巻

の日本語版に編集され、1950年から順次出版され

た19。なお、この日記の完全版は、もとのドイツ

語ですら出版されていない。 

	
 ともあれ、タウトが本格的に桂離宮の分析をは

じめたのはその 1年後、1934年 5月 7日の 2回目

の参観のときからである。タウトが言うには「大

方の外人は、この桂離宮全体の拝観を五十分そこ

そこで片付けてしまう」が、それに対してタウト

は 4 時間も桂離宮にいたという20。このときタウ

トはスケッチもおこなっている。一連のスケッチ

には「Gedanken nach dem Besuch in Katsura」とい

う題（日本語には「回想――桂離宮を拝観して」

と訳されている）がつけられ、これも篠田英雄に

よって『画帖桂離宮』21として出版された。 

	
 これらのスケッチに眼を向けるなら、タウトが

そこに詩的ないし哲学的なテクストを添えている

ことに、すぐさま気づくだろう。たとえば、最初

のページにはこう書かれている。 

 

桂離宮 

御殿と御庭！ 

ここでは	
 眼が	
 思惟する 

自由な精神 

 

	
 スケッチは参観の順路に沿って並べられており、

そこに添えられたテクストにはタウトのよろこび

と熱狂があらわれでている。たとえばタウトは

「Die Welt ist shöne」（世界は美しい）と書いてい

る。このようなフレーズは、理知的な論証という

よりもアフォリズムに近いものだろう。 

	
 それでも、いくつかのアイディアは『Houses and 

People of Japan』（日本の家居と生活）にも取り込

まれた。たとえばタウトが新御殿（新書院）前の

芝生について書いた一節。 

 

ここでは 

造園術は 

樹木と 

芝生 

伊勢――日本 

また 

それ故に 

国際的 

である	
 	
 住居し――為事する	
 ところでは 

 	
 	
 「芸術」はなく	
 モチーフはない 

 

	
 『Houses and People of Japan』（日本の家居と生

活）には、この一節の解釈が見いだされる。最終

章「The Permanent」（永遠なるもの）で、池の周

囲の庭をめぐったあとで見られる――これこそ池

泉回遊式庭園の目的だが――新御殿の庭について、

タウトはこう書いている。 

 

私達はここから御殿に向かった。向かって左

方の、うしろにのびた翼は平生のご住居とし

て用いられたものである。ところがここには

日本風の造園はもうまったく見られない。こ

の庭園は周囲に樹木を植えこんだ広闊な芝生

である。樹木は弓形の線に沿って植えてある

が家屋に近いところでは広い芝生を残してい

る。これは世界のどこにも見かける自然で単

純なやり方である。造園術は、松琴亭にいた

る道では哲学的風格を示し、次に優雅な林泉

を展開し、最後に日常の生活が営まれる居間

から外の眺められるところではまったく用い

られていないのである。 



	
 これは日本庭園に独自なモチーフの脱落を

意味する。躑躅の生籬に沿った飛び石道、青

芝の上一直線に敷かれた石、それから家屋の

輪郭に並行に画された縁石は実に現代的な雅

致を示している。22 

 

いったい桂離宮の林泉の秘密はどこにあるの

だろうか。この御庭の形式は、それぞれ相異

なる三様の目的から生じたものにほかならな

い。日常生活が他寄なく営まれるところでは、

庭もいわば実用的なもの、有用的なもの、有

用なものとして最高の洗練を示している。23 

 

	
 さらに桂参観の最後で、タウトは結論として桂

離宮の近代性について書きしるしている。 

 

《このような建築を現代の概念で表現すると

したらなんと言えるのでしょう》、私は同行の

友に訊ねた。そして結局これは機能的建築で

あり、或いは合目的建築ともいい得る、とい

うことに一致した。全体の結構はどの方向か

ら見ても、そのあらゆる部分を上げて融通無

碍に部分並に全体の実現すべき目的に適って

いる。 

	
 私はつとに現代建築の発展はそのもっとも

重要な基礎を機能に求めなければならないと

主張してきた。〔略〕私は桂離宮のこの旧い建

築において、私が現代建築の重要な基礎とし

て確立した理論が間然するところなく実証さ

れていることを知った。24 

 

	
 一読して明白なように、タウトは近代建築家の

眼で、当時の需要にあった建築ヴィジョンという

フィルターを通して、桂を分析している。この書

物の最後に掲げられている写真（図 5）は、雁行

配置の三つの書院を写したものである。この写真

図 5	
 タウト『Houses and People of Japan』より、桂離宮の三つの書院の写真 



は、桂離宮の建築空間の魅力を集約している。こ

れについては、すでに見たように、岸田日出刀も

1929年の時点で言及していた。しかしながら 1930

年代末にもなると、日本人建築家たちは岸田より

もタウトの言説を通して、桂離宮と伊勢神宮への

賛嘆を表明するようになっていった。 

	
 『過去の構成』の 1938年の新版に、岸田は新た

に、桂離宮に関する 2つの図版とコメントを追加

している。そのうち 58頁の図版には、唯一タウト

への言及が見いだされる。「桂棚と庭」と題された

この図版へのコメントは、すでに 1929年に書いて

いたことをほとんどそのままもちいているが、岸

田はそこにタウトへの言及を付け加えている。タ

ウトもまた、桂離宮が世界的に見ても第一級の建

築作品だと考えていたというのである。 

 

造形上の意匠に少し深い感覚をもつ西洋人な

ら、かうした棚のよいこと直ぐ判る筈、ブル

ノ・タウトが日本の建築を親しく見て、伊勢

神宮と桂離宮の建築こそ、日本が世界に誇り

うるもの、世界建築界の聖地がここにあると

悟得したのも宜なる哉である。 

 

	
 たしかにタウトは、桂はまちがいなく「古典的

建築」であると『ニッポン』に書きしるしている。

そして桂離宮をアテネのパルテノン神殿と比較し

ている。来日する数週間前に、タウトはパルテノ

ン神殿を訪れていた25。これについては、パルテ

ノン神殿に賛嘆していたル・コルビュジエの言説

を引き合いに出すこともできるかもしれない。し

かしながら、自分自身の文化（この場合はパルテ

ノン神殿）を参照しながら、外国の古典建築（こ

こでは桂離宮）を見ることは、旅行者一般に共通

する傾向だろう。20世紀前半にあっては、西洋か

ら東洋への旅行者たちは、東洋学者でさえも、言

うなれば西洋の遺跡と同じ基準でアジアの遺跡を

評価していたのである。 

	
 ブルーノ・タウトが桂と交わした対話について

結論をひきだすにあたり、1941年に岸田日出刀が

タウトの『ニッポン』に寄せた「序」の言葉を取

り上げよう。実のところ、岸田がタウトについて

もっとも語っているのは、このテクストをおいて

ほかにない。岸田はタウトを理想的な知的建築家

として紹介しているが、とりわけ注目に値するの

はこの一節である。 

 

タウト氏は單に建築の專問的技術だけに終始

する人では決してない。〔略〕例へば現代建築

を論ずるに當つても、新時代的技術だけに就

て述べるといふに止まらないで、深く現代と

いふ時代の特質をその根幹に於て捉へ、現代

文化の本質を究めて闡明して、しかる後に現

代建築の普遍的必然性を強調し論述するとい

ふ態度が正しくはつきりと現れてゐる。 

 

	
 本論で触れることができたのは、タウトが日本

について書いたテクストのごく一端にすぎない。

とはいえ、『日本の家居と生活』を紐解くだけでも、

タウトの仕事の人類学的な価値を理解できるだろ

う。タウトは日常的な基本的機能にもとづいて建

築を理解し、それによって建築表現の普遍的な特

質を把握できた。ちょうどクロード・レヴィ=ス

トロースが普遍的構造にもとづいて神話を研究し、

比較をおこなったのと同じようにしてだ。タウト

と岸田もまた、桂離宮の建築的構造を分析しなが

ら、無意識のうちにレヴィ=ストロースと同様の

仕事を成し遂げている。彼らは古い建築を再解釈

する道を開いた。そうして、建築の普遍的で永続

的な特質を理解できるようにしたのである。 
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